
風圧によるビス引き抜き保持力及びボルトせん断保持力計算 〈参 考〉
設定条件

・ 建築物の高さ H=31m （10 階相当）

・ 基準風速 Vo=46m/ 秒 （石垣島）

・ 帳壁の負のピーク外圧係数 Cpe=-2.2 （壁面左右 0.1a より外側部分　※ a: 平面短辺の長さ）

・ 帳壁の負のピーク内圧係数 Cpi=1.5 （開放型の建築物で風上開放の場合）

・ 平均風速の鉛直分布係数 Er=1.7 × (H/250)0.1=1.7 × (31/250)0.1=1.38 （地表面粗度区分 1 ： 海岸地域）

ピーク風力係数 Cf= ピーク外圧係数 Cpe- ピーク内圧係数 Cpi=-2.2-1.5=-3.7

平均速度圧 q(N/ ㎡ )= 平均速度の鉛直分布係数 Er2 ×基準風速 Vo2 × 0.6=1.382 × 462 × 0.6=2418

風圧力 W(N/ ㎡ )= 平均速度圧 q ×ピーク風圧力係数 Cf=2418 × (-3.7)=-8,946(N/ ㎡ )
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